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【朝日町風土記〕

遠
い
祖
先
の
心
を
伝
え
る

習

俗

風

俗

(1) 

J¥ 

バ

タ
機

蛭

谷

「茶
の
み
に
ご
ざ
い
」
：
・
五
郎
八
茶
碗
、
手
作
り
の
茶
莞
を

吾
自
ふ
と
こ
ろ
に
パ
タ
パ
タ
茶
を
よ
．3
n
に
ゆ
く
‘
蛭ハ〈ロ

池
区
に
理
る
珍
ん
い
、
風
習
で
あ
る
。

一
パ
タ
パ
タ
茶
」の
鹿
白
人以
古
く
、
も
と
は
朝
日
町
全
域
で

什
心
れ
て
い
た
札
の
で
あ
る。

いわ
茶
の
最
下
一洋
品
そ
独
時
な
脱
Mm
方
法
で
作

u
仁
黒
ッ．
1

J

望
茶
て
・下
．J
円
vQ
番
茶
そ
福
井
県
か
ち
賀
求
め
、
ぞ
れ

を
い
う
ソ
の
茶
誉
で
沸
か
し
、
五
郎
八
茶
碗
に
入
れ
て
各

そ
少
々
ま
ざ
茶
莞
で
文
字
ど
お
J
7
タ
．． 

ヌ
三
’政
十
ヨ
動

か
す
と、

ア
つ
が
立

－九
人
お
茶
が
た
コ、

部
落
の
人
々
ぷ
つ
れ
そ
仕
事
前
に
の
ま
一
今
川
て
力
が
出
下

い
と
しかェ
＝口い
、
ま
仁
こ
れ
ら

の
L
－
お

νη
．H
eT
L
C食
欲

．D
お
る
と
い
う
。

あ
そ
こ
の
水
が
う
よ
い
、
あ
の
人
の
作
J
f一茶
完
．0
茶
が

よ
く
た
っ
、
ど
れ
リ
ナ
－
れ
の
た
γ
、た
茶
が
う
ま
い
：：

リてこ
に
ぷ一
行
家
流
刀
茶
道
二
ー啄
ち
が
コ
た
つ
ピ
の
茶
の
世

界
が
あ
る
。

毎
月
二
十
八
日
芯
御
調
山
上
人
カ
ム即日
力
お
講
が
班
毎
に

集
ま
つ
で
つ
二
ふ
っ
し日
£
J

一今
日
・
ぶ
八
日
御
命
日
ハ切れ

．J
、
み
な
も
ゆ
る
リ
こ
お
茶
の

ι・ぶ
い
ゲ
」
、
御
閉
山
の

ふ

m
巴
に
も
視
婦
、
近
凶
の
命
日
い
～
も
お
っ
と
め
の
後
に
ぷ

き
ま
っ
て
山
の
珍
味
や
自
慢
句
漬
物
手
つ
ま
み
に
し
て
パ

タ
パ
タ
茶
が
で
で
－ソ
れ
る
。

タ

茶地

区

警警

； 今月のおもな記事

号。昭和49年度決算のあらまし ー

さ。朝日町議会臨時会開く
言。受彰の栄に輝く方々
!: 0社会教育、社会体育 王

；。体協だより スキー教室参加号
!: 者募集
；。年末年始の交通安全運動
号。 工撲統計調査に協力を
？。道路除雪に協力を
言。昭和50年度成入者名簿照会 ； 
~ 0郵便局北電だより ； 
~ 0 石油ストープ使用に注意
ー。年末警戒の実施 ． 
；。農地の小作料トニついて
：。歳米たすけあい運動に協力をき
？。お子さまを保育所に入れたい三
号方は ~ 
f 0国鉄泊駅だより

守，・
nhwn『
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昭和49年度決算

総需要の抑制を碁『初に

住民福祉の施策をHt進

昭
和
四
十
九
年
度
の
決
算
規
按

は
‘
一

般
会
計
と
特
別
会
計
（
企
業
会

討
を
貯
〈

）
を
合
算
し
て
最
入
総
額
二

十
億
八
千
七
百
二
十
万
問
．
歳
出
総
額
二

十
億
一
千
六
百
六
十
六
万
円
で
．

こ
れ
を

昭
利
四
十
八
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
．
義
人

総
額
て
は
三
億
三
千
四
百
十
万
円
、

一
九
%

増
‘
政
出
総
績
で
は
三
億
三
千
九
百
五
十

一
万
問
、
二
O
%
増
と
な
り
ま
し
た
。

いい
下
会
計
別
に
そ
の
あ
ら
ま
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Jg 2 44号ひ ー

一
一般

a

設
計
一円

さ

ω決
算

規

模

間
和
四
十
九
年
度
の

一
般
会
計
決
算
は
、

銭
入

－
七
位
二
十
三
万
円

歳
出

一六
仰
五
千
四
百
十
八
万
円

で
あ
り
、
ζ

れ
を
前
年
度
と
比
較
し
ま

す
と
、

歳
入
二
億
二
千
七
十
九
万
円

一
五
%
増

歳
出
二
億
三
千
六
百
三
十
八
万
円

一
七
%
の
増
加
と
な
り
ま
す
。

ω収
支
の
状
況

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
収
支

は
四
千
六
百
五
万
円
の
余
剰
を
生
じ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
縦
越
明
許
費
の
翌
年

度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
三
百
七
十
一
万

円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
四
千
二

百
三
十
三
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
健
全

財
政
を
堅
持
す
る
ζ

と
が
で
き
ま
し

た。
ゆ

態

入

歳
入
決
算
を
紋
別
に
み
ま
す
と
最
も
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多
い
の
は
、
町
の
財
器
不
足
を
国
が
補

っ
て
地
域
格
差
を
な
く
す
る
た
め
の
地

方
交
付
税
六
位
一
千
百
六
十
六
万
円

で
、
前
年
度
よ
り
一
位
三
千
六
百
三
十

三
万
円
、
二
九
%
の
増
と
な
り
、
蹴
入

の
三
六
%
を
し
め
て
い
ま
す
。

次
い
で
、
国

・
県
支
出
金
の
四
位
五

千
三
百
六
十
四
万
円
で
、
公
共
事
業
の

抑
制
措
置
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り

も

0
・
三
%
の
減
に
な
り
、
歳
入
の
二

七
%
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
主
な
も
の
を
列
挙
し
ま
す

と、－
都
市
計
画
宙
実
受

て
し
ハ
ハ
む
万
円

・
保
育
所
緒
置
鍵

七
、
四
八
二
万
円

．
文
化
財
遺
跡
用
地
買
収
費

て
四
六
八
万
円

・
農
業
構
造
改
善
事
業
費

一
回
、
一

一二
九
万
円

．
高
令
者
医
療
給
付
費五

、
二
二
六
万
円

・
林
道
開
股
改
良
事
業
費

二
、
O
四
八
万
円

・
山
村
援
興
事
業
費

四
七
八
万
円

－
農
業
用
範
段
災
書
復
旧
事
雛
費

二
、
O
六
二
万
円

・
学
校
プ
1
ル
新
股
事
業
費三

八

O
万
円

・
農
村
振
興
農
工
一
体
化
事
業
費

五
九
三
万
円

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

町
税
は
、
三
億
三
千
九
百
六
十
三
万

円
、
二
O

%
の
増
で
歳
入
の
二
O
%
に

あ
た
り
、

ζ

れ
を
住
民
一
人
当
り
に
し

ま
す
と
、
一

万
七
千
三
百
六
十
七
円
と

な
り
、

住
民
一
人
当
り
の
行
政
経
費
八

万
四
千
五
百
九
十
一
円
の
二
O%
に
相

当
し
ま
す
。
町
税
の
収
納
率
も
町
民
税

九
九

・
七

%
、
固
定
資
産
税
九
九

・
七

%
と
高
率
を
し
め
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
保
育
料
四
千
四
百
六

十
三
万
円
、
造
林
事
業
、
椋
道
事
業
や

股
道
事
業
な
ど
に
あ
て
た
分
担
金
五
千

四
百
七
十
五
万
円
、
保
育
所
地
築
事

業
、
道
路
整
備
事
業
や
学
校
プ
l
w新

設
事
業
な
ど
に
あ
て
る
た
め
借
り
入
れ

た
町
債
五
千
百
二
十
三
万
円
な
ど
が
あ

り
、
歳
入
総
額
一
七
億
二
十
三
万
円
に

な
り
ま
す
。

ω
歳

出

昭
和
四
十
九
年
度
決
算
を
目
的
別
に

み
た
経
費
で
、
大
き
な
比
率
を
し
め
て

い
る
の
は
、
民
生
費
、
脱
林
水
産
業

賞
、
教
帯
同
費
及
び
土
木
質
で
、
乙
の
四

つ
の
経
費
で
全
体
の
約
六
六
%
を
し
め

て
お
り
ま
す
。

次
に
、
性
質
別
に
分
類
す
る
と
義
務

的
経
費
、
投
資
的
経
費
、
そ
の
他
の
経

費
に
区
分
さ
れ
、
そ
の
比
惑
も
義
務
的

経
費
四
五
%
、
投
資
的
経
費
三
五
%
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
を
列
挙
し
ま
す
と

．
高
令
者
等
扶
助
資

一
二
、
O
O
七
万
円

・
保
育
所
相
築
事
業
費二

、
四
五
七
万
円

・
農
業
構
造
改
善
事
業
費

一
五
、
一
一
一
七
一
万
円

．
林
道
関
般
事
興
費

一
一
一
、
四
回
二
万
円

・
山
村
振
興
事
業
費

八
五
五
万
円

．
都
市
計
画
事
業
費

二
、
八
三
四
万
円

．
道
路
特
別
改
良
事
業
費て

二
六
三
万
円

・
道
路
新
世
改
良
事
興
費

玉
、
六
回
三
万
円

・
学
校
プ
l
ル
建
設
事
業
費

て
五
六
八
万
円

・
文
化
財
遺
跡
保
存
用
地
買
収
費

て
七
七
三
万
円

・
ご
み
収
集
車
購
入
事
業
費五

O
O万
円

・
消
防
自
動
車
総
人
事
機
費七

八
九
万
円

・
県
立
自
然
公
国
整
備
怠
業
費

八
三
九
万
円

・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
費

一一
、
九
四
七
万
円

．
新
川
広
域
掴
事
紫
負
担
金

三
、
O
四
五
刀
円

な
ど
官
、
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
乙
れ
ら
を
「
生
活
環
境
の
盤

側
」
、

「
教
育
条
件
の
盤
傭
」
、

「
産

業
基
盤
の
聾
備
」
の
三
大
政
策
の
面
か

ら
み
る
と
、

医
療
費
公
費
負
担
、
総
合

母
子
保
健
体
制
の
確
立
、
道
路
整
備
、

廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
出
師
、
教
員
研
修

の
強
化
、
学
校
教
育
環
境
の
整
備
、
文

化
財
遺
跡
の
発
籾
調
査
、
牒
楽
勝
造
改

諮
の
批
進
、
林
道
の
開
設
、
観
光
施
設

の
強
仰
な
ど
、
数
多
く
の
事
が
ら
の
実

ヲ

1
7
t
n
u

一
第
七

回

一

一
朝
門
口
町
町
議
会
臨
時
会
一

一

昭
和
五
十
年
度
第
七
悶
朝
日
町
議

一

一
会
臨
時
会
は
、
十
月
二
十
八
日
会
期

一

一
を
一
日
と
し
て
開
会
さ
れ、

工
事
謂

一

一
負
契
約
の
件
に
つ
い
て
審
議
の
結

一

－
果
、
原
案
の
と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し

－

一
た。

一

一
務

工
事
請
負
契
約
の
件

一

一
朝
日
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ド
新
股
工
事
一

一
団
体
営
林
道
棚
山
線

開

設

事

業

一

l2) 

現
を
め
ざ
し
て
積
極
的
に
推
進
し
ま
し

た
。
と
の
よ
う
に
「
朝
日
町
総
合
計
画

基
本
構
想
」
に
義
づ
い
て
、
社
会
福
祉

の
充
実
、
教
育
環
境
の
確
立
、
町
民
生

活
の
安
定
な
ど
の
施
策
等
を
遂
行
し
、

住
民
と
行
政
と
を
直
結
す
る
こ
と
に
務

め
ま
し
た
。

特
別
会
計

V
企
業
会
計

病
院
会
計
は
歳
入
誤
算
七
億
六
千
七
百

九
十
六
万
円
、
歳
出
決
算
七
億
五
千
二
百

四
十
万
円
で
、
差
し
引
き
一
千
五
百
五
十

六
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
過
去

の
不
良
悩
務
を
桝
梢
す
る
た
め
の
病
院
特

例
悩

一
千
六
百
四
十
万
円
を
珪
し
引
き
し

ま
す
と
八
十
四
万
円
の
赤
・
干
に
な
り
ま
し

た
。病

院
事
業
は
、
医
帥
の
確
保
や
医
療
援

械
の
充
実
、
病
院
特
例
債
の
導
入
な
ど
に

よ
っ
て
経
営
内
容
も
や
や
安
定
の
傾
向
が

。み
ら
れ
ま
す
が
、
病
院
経
皆
上
の
諸
問
題

は
、
全
国
公
立
病
院
の
共
通
的
説
題
で
あ

り
、
能
率
的
な
静
一
世
に
つ
い
て
、
鋭
怠
努

力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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協崎明
朗側関四竹一

樹
湖一般物

去
る
十
一
月

間叫

十
二
白
か
ら
三

叶

日
聞
に
わ
た
っ

躍
で
滋
賀
県
大
津
市
に
お
い
て
全
国
公
民
館

迫
大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
席
上
に

恕
お
い
て
、

宮
崎
公
民
館
長

九

里
道
守
氏

慨
が、

二
十
数
年
に
わ
た
っ
て
公
民
館
活
動

燃

に
従
事
き
れ
、
地
区
住
民
に
対
す
る
社
会

鵠
教
育
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

総
会
国
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た。

臨

ま
た
、
同
氏
は
、
宮
崎
自
然
惇
物
館
長

離
と
し
て
、

十
五
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、

緊
国
指
定
天
然
記
念
物
臨
島
樹
躍
の
保
護
や

脳
宮
崎
自
然
熔
物
館
の
創
設
に
尽
く
芦
一れ、

臨
岡
県
下
に
お
け
る
博
物
館
の
創
設
期
に
学
芸

誌
員
と
し
て
努
力
さ
れ
た
山
績
に
よ
り
、
去

閣総

る
十
月
二
十
七
日
、
東
京
国
立
時
物
館
に

お
い
て
開
か
れ
た
第
二
十
三
回
全
国
捕
博
物

館
大
会
で
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
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イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
を
通
じ
て
背
少
年
の
健

全
育
成
仁
一寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ
る
も
の

で
す
。

重
な
る
表
彰
の
栄

九
里
道
｛寸氏

（
宮
崎
）

一．山一
ぃ
～
了
後

れ

今
守
一

一
，d

、
＼
い
d
m

o

一

富
山
県

公
民
館
大
会
受
彰
考

S昔j> （~ふ〉

特別会汁

抑 c-'IJI都~金制

実生氏叫
パ

・

4

4

 

治

F

J

H

J

品
町

第
二
十
五
回
得
山
県
公
民
館
大
会
が
、

去
る
十

一
月
二
十
七
日
、
宮
山
県
教
育
文

化
会
館
に
お
い
て
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
ζ

の
席
上
に
お
い
て
、
多
年
に
わ
た
り
地
区

の
公
民
館
長
ま
た
は
主
事
と
し
て
、
公
民

館
活
動
在
通
じ
て
社
会
教
育
の
振
興
に
努

力
さ
れ
た
左
記
の
方
々
に
対
し
、
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
状
（
主
年
勤
続
〉

拍
公
民
館
長

在
田
祐
芳

慮

闘

状

（
十
年
勤
続
〉

五
箇
庄
公
民
館
長

境
公
民
館
主
事

笹
川
公
民
館
主
事

簡
保
公
民
館
長

野
中
公
民
館
主
事

... 

・－，、
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さ

百
'1. 
可

金

(3) 

あ

弘

西
国
彦
衛

兵
庫
俊
春

小
塚
芳
純

米
丘
正
雄

川

源

茂

報 …

定1

広

昭和判長干！！.＿－般会事H使入決噂緩
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決1,~~tJ) 花氏ノ人当り頃
L一之己

令

下
新
川
郡

公
民
館
大
会
受
彰
者

社
会
教
育
功
労
受
彰

村

口

隆

造

氏

信

,u 
剖i

t
ド
じ
い
い
h
i
e

－
‘
」
扇
派
主
主

昭和32年 B月 B司
ー 第 3種郵便物医可

去
る
十
二
月
三
目
、
入
苦
町
中
央
公
民

館
に
お
い
て
、
第
二
十
四
回
下
新
川
郡
公

民
館
大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
と
の
席

上
に
お
い
て
地
区
社
会
教
育
の
振
興
に
努

力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
友
の
二
氏
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

笹
川
公
民
館
長

中
央
公
民
館
主
事

十
一

月
九
日
に
行
わ
れ
た
寓
山
県
社
会

臨
教
育
大
会
の
席
上
、
村
口
隆
造
さ
ん
（
本

崎
町
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
朝
日
第

一
団
委
員

J

長
）
が
社
会
教
育
功
労
者
と
し
て
、
富
山

一県
社
会
教
育
振
興
協
議
会
か
ら
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た。

乙
れ
は
、
氏
が
長
年
に
わ
た
り
、
ボ
ー

説

＠ 

＠ 

4
q
高
仰

止・・（）

~＂＂易

.;i,;o 

，．。

・－

折
谷
隆
一

間
部
善
治
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朝
日
町
教
育
委
員
会
で
は
、
生
説
教
育

の

一
環
と
し
て
管
内
の
特
定
地
区
公
民
館

を
中
心
と
し
て
、
明
る
い
豊
か
な
住
み
よ

い
出
境．
つ
く
り
金
目
ざ
し
て
、
公
民
講
雌

の
開
設
を
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
去

る
十
月
二
十
日
か
ら
境
地
区
に
お
い
て
第

一
因
説
鹿
を
聞
き
ま
し
た
。

受
講
生
た
ち
は
、
か
つ

て
藩
政
時
代
、

わ
が
圏
屈
指
の
関
所
の
所
在
地
と
し
て
栄

え
た
地
阪
の
古
い
肢
史
の
巾
か
ら
、
ま
た

近
年
急
激
な
変
貌
を
遂
げ
た
地
域
開
境
の

中
か
ら
も
、
新
し
い
生
き
力
を
知
ろ
う
と
、

熱
心
な
学
習
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
境
地
区
に
お
い
て
は
現
在
住
民

の
熱
意
に
よ
っ
て
地
区
公
民
館
の
建
設
が

進
め
ら
れ
、
本
年
末
に
竣
工
の
運
び
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

;(2 4 4号ひさあ報 二

W

社
会
体
育

広

箆
山
県
野
球
連
聞
紙

表
彰
の
栄

A
V

三
太
ク
ラ
ブ
AV

昭和32竿 8月 B目
第 3&16使勧宮 町 ーー

町
内
野
球
チ
l
ム
の
名
門
三
一一太
ク
ラ

ブ
。

は
、
こ
の
ほ
ど
優
良
ク
ラ
ブ
と
し
て

富
山
県
軟
式
野
疎
連
副
か
ら
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

乙
の
ク
ラ
プ
は
、
大
正
八
年
に
、
現
会

長
上
沢
顕
次
氏
が
小
学
校
高
等
制
を
卒
業

と
同
時
に
同
好
者
を
持
っ
て
結
成
さ
れ
た

も
の
で
、
県
内
で
も
有
数
の
向
い
賊
史
と

伝
統
を
・も
っ
て
お
り
、
今
回
の
表
彰
は
長

年
に
わ
た
る
野
球
の
悼
法
振
興
に
対
す
る

幼
紛
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で

体
力
づ
く
り

酒

蛭
谷
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
教
室

体
刀
づ
く
り
を
め
あ
て
と
し
て
、
南
保

蛭
谷
地
区
婦
人
を
対
象
と
し
た
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
コ
l
ス
が
十

一
月
十
日
に
開
講
さ

れ
、
日
間
人
た
ち
は
一
円
の
疲
れ
も
忘
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
性
と
そ
の
楽
し
さ
を
味

わ
い
ま
し
た
。
な
お
、
同
教
室
で
は
、
今

後
遺
二
回
づ
っ
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
毘
い

て
行
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

黒
菱ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
結
成

（笹
川
）

秋
晴
れ
の
十

一
月
三
日
、
笹
川
地
区
に

お
い
て
健
康
な
心
身
と
協
力
と
友
怖
を
め

あ
て
と
し
た
県
．

aス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
少
作
間
は
、
笹
川

小
学
校
の
児
盟
十
六
名
で
梢
成
さ
れ
、
昨

年
か
ら
実
質
的
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
関
係
者
の
熱
意
に
よ
り
、
正
式
に

ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
と
し
て
発
足
し
た
も
の

で
す
。結

団
式
の
後
、
泊
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
間
と
鯨
割
問
試
合
を
行
い
元
気
は
つ
ら

つ
と
し
た
プ
レ
ー
を
展
開
し
ま
し
た
。

楽
し
い

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
講
習
会
聞
く

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

m
mに
で
き
る
体

力
づ
く
り
と
し
て
レ
ク
リ
z
l
シ
ロ
ン

・

ゲ

l
ム
抑
留
会
が
ζ
の
ほ
ど
体
育
七
ン
タ

ー
で
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の

一
郎
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

百
余
名
の
参
加
者
は
富
山
大
学
助
教
授

稲
垣
保
彦
先
生
の
指
導
に
汗
だ
く
に
な
り

な
が
ら
熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
う
し
た
ゲ
l
ム
を
家
躍
で
も
行
う
と
と

も
に
、
集
会
や
会
議
の
合
い
聞
に
取
り
入

れ
る
よ
う
話
し
合
い
ま
し
た。

一

二
級
技
能
士
訓
練
課
程

一

一

通
信
講
座
受
講
案
内

～

一
O
訓
錬
職
種

現
配
列
職
種

一

一
。
受
講
資
格

尖
務
経
験
の
あ
る
者

一

一
。
訓
練
期
間

一
年

一

一
。
受
講
料

凹
千
円

一

一
。

特

典

二
級
技
能
検
定
学
科
誠
一

一

験
免
除

一

一
O
受
講
申
込

い
つ
で
も
受
付
け
ま
す
…

一
※
お
問
い
合
せ
先

…

一

魚
津
総
合
高
等
版
業
訓
練
校

一

一

（
T
E
L
創
刊
幻
l
五
一

一ニ
内
二

理鰭観欝調

い
ろ
い
ろ
な

ス
ポ
ー
ツ
行
事
の

お
知
ら
せ

第
十
五
回

町
民
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
十
月
二
十
六
日
泊
中
学
校）

ハ
出
子
の
部
〉

準
決
勝
一
泊
二
区
打

l
M
五
箇
庄

。

泊
－

区

m
l
刀

笹

川

訳

勝

泊

二

区

引

1
民

泊

一
区

ハ
枠
外
子
の
部
〉

決

勝

大

家

正

A
8

6
犬
家
出
B

第
十
二
回

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
十
十
月
十
六
日
泊
中
学
校
）

人
間
体
戦
男
子
〉

酷
快
勝
大
家
庄

2
l
l
笹

川

泊
一一一
区

3
1
0
泊
二
区

決

勝

泊

三

区

2
1
i
ト〈
家
正

〈
間
保
戦
女
子
〉

準

決

勝

泊
三
区

A
2
1
0南
保

大
家
出

2
1
1
笹

川

決

勝

泊

三

区

A
2
1
0
大
家
庄

〈
個
人
戦
男
子
一
部
〉

①
安
迫
竹
則

・
折
谷
要
戸
泊
三
・
彼
）
組

①
本
村
朝
関

・
竹
中
平
氏
（
泊
一ニ
）
紺

〈
個
人
戦
明
子
二
部
〉

①

近

江

茂

・
扇
谷
忠
明
（
泊一一）

紺

①
深
松

誠

・
探
松
正
春

（笹
）
紹

八
個
人
戦
女
子
〉

①
幡
多
餓
子

・
真
部
妙
子
（
的
一二
）
制

①
余
沢
由
子
・
森

作

チ

（約一て）

制

第
二
十
二
田

町

民

車

球

大

会

（
十
一
月
十
六
日
前
中
学
校
）

八
団
体
戦
V

準

決

勝

大
家
庄

3
1
7
泊
三
区

泊
二
区

3
1
2
五
箇
圧

決

勝

大

家

庄

3
1
2
泊
二
区

〈
個
人
戦
l
温
合
ダ
プ
uw
ス
V

①
大
倉

盛

・
井
口
多
加
子
（
大
）

組

①
小
杉
邑
宗

・
広
間
み
な
子

（泊
三一

・

五
組
）

(4) 

ケ
・
ス
キ
l
教
室
・
．

…

・
参
加
者
募
集
一
一

寸

今
年
も
ス
キ
l
教
山
訟
を
開
講
し
次
の
”

に
必
悩
で
参
加
者
を
鉱
山
米
し
ま
す
コ

A
V
期

日

一
一月
二
十
凶
け

（土）

l
J

ν

一
月
二
十
六
日
（
月）

九
一V
会

場

長

野

県
わ
ら
び
平
一メ
キ
l
L

場
宿
泊

・
わ
ら
び
平
山
荘
一

ゴ
v
対

象

初
心
者
を
山
中
心
と
す
る

九
マ
受
積
者

州
五
十
名
〈
申
込
制
）
‘

判
明
H
町
内
に
居
住

χ
は
川

勤
務
す
る
者

J

川一全
H
釈
を
確
実
に
多
加
ム

ヘ

で
き
る
者

h

ム
マ
参
加
費

一
人
七
、

0
0
0円
（
交
）

（

通

費
を
合
む
）

d

d

一v
a・
込

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
目

事
項
記
入
の
う
え
、
申
込
V

金
一

、

O
O
O刊
を
添
え
…

〔

て

閉

し
こ
む
。

ザ

・
申
込
合
の
な
い
も
の
は
受
酌

～

付

け

ま

せ

ん

。

ヤ

－

m込
締
切
後
受
講
を
取
り
川

消
し
て
も
申
込
金
は
返
還
4

ん

し
ま
せ
ん
。

f

f

｛〉
申

込

問

い
合
わ
ゼ
先

f

町
教
育
委
白
人
公
（
町
①
一

一
O
凶）

J
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交
通
警
察
官
無
用
の

朝
日
町
に
し
よ
う

飲
酒
運
転
の
撲
滅

い
よ
い
よ
年
の
期
や
年
始
を
迎
え
飲
酒

の
櫛
会
が
多
く
な
る
時
期
に
な
り
ま
し

た。
い
く
ら
少
量
で
も
語
を
飲
ん
で
運
転
し

て
は
い
け
な
い
ζ

と
と
、
飲
酒
運
転
の
危

険
性
に
つ
い
て
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
は

ず
で
す
。
と
こ
ろ
が
つ
い
同
聞
の
人
の
誘

惑
に
ま
け

「
で
は
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
こ
り

だ
け
」
と
い
う
こ
と
で
飲
ん
で
、
あ
げ
く

の
果
て
に
大
き
な
尽
放
を
起
こ
し
た
と
い

う
例
は
非
常
に
多
い
の
で
す
。

法
律
上
も
楢
気
帯
び
運
転
や
酒
類
の
提

供
な
ど
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
し
酒
酔
い

運
転
〈
正
常
な
運
転
が
で
き
な
い
状
股
〉

は
軍
く
倒
せ
ら
れ
ま
す
。

ハ
ン
ド
ル
を
握
る
場
合
は
絶
対
に
飲
酒

し
な
い
と
同
時
に
、
ま
た
自
分
が
ハ
ン
ド

ル
を
鍾
ら
な
い
場
合
で
も
運
転
者
に
は
絶

対
に
酒
を
す
す
め
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
な
お
こ
の
ほ
か
睡
眠
不
足
、
病

気
、
疲
労
等
で
正
常
な
運
転
が
で
き
そ
う

に
な
い
と
き
は
、
無
理
を
せ
ず
運
．恥は
ひ

か
え
て
下
さ
い
。

ひさ一－ あ報
昭和32畢 BJl 8日 付ー
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安
全
速
度
の
厳
守

交
通
事
故
の
原
因
の
多
く
は
「
速
度
の

出
し
す
ぎ
」
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
高
速
で
走
行
す
れ
ば
能
率
は
よ
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
経
済
の
面
か
ら
考
え

て
も
燃
料
の
消
費
量
や
恵
の
故
闘
す
る
率

は
多
く
な
り
、
加
え
て
運
転
者
の
疲
労
度

が
高
い
な
ど
の
乙
と
を
考
え
る
と
大

き
な
射
火
と
な
り
ま
す
。

最
高
速
度
は
寧
の
性
能
、
安
定
性

、
道
路
の
状
況
等
を
考
慮
し
て
き
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
乙

の
厳
高
速
度
を
超
え
て
走
行
す
る
こ

と
は
自
分
で
は
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て

い
て
も
ど
こ
か
に
事
故
を
起
ζ

す
危

険
性
が
ひ
そ
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

ま
た
嵐
広
が
附
せ
ば
停
止
距
般
も
長

く
な
り
衝
突
し
た
場
合
に
は
そ
の
街
幹
事
も

倍
加
さ
れ
て
き
ま
す
。

常
に
道
路
の
交
通
状
況
、
自
分
の
運
転

技
術
、
車
の
性
能
等
に
応
じ
た
安
全
な
速

度
で
定
行
す
る
乙
と
が
必
要
で
す
。

夜
間

と
か
雨
の
日
と
く
に
冬
期
間
の
降
雪
時
に

は
一
段
と
速
度
を
ひ
か
え
自
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
朝
日
町
に
お
い
て
は
、
学
校
、

保
育
所
や
民
家
の
密
集
地
等
の
付
近
で
は

必
ず
速
度
制
限
が
し
て
あ
り
、
標
識
が
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
畿
熊
暑
で
は
こ
れ
ら
の
速
度
制

似
の
し
て
あ
る
泊
路
を
中
心
に
交
通
迎
似

の
取
り
締
り
ゃ
』
強
化
し
無
免
許
、
暴
走
（

泌
度
違
反
等
）
飲
酒
運
転
省
等
を
ど
し
ど

し
検
挙
し
ま
す
の
で
、
自
分
自
身
、
家
族

や
友
達
、
住
民
の
た
め
全
町
民
拳
げ
て
交

通
の
模
範
生
と
な
り
交
通
取
締
り
警
察
官

無
用
な
朝
日
町
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

い
よ
い
よ

冬
将
軍
の
季
節

道
路
の
除
雪
は

み
ん
な
の
協
力
で

ζ

と
し
も
雪
の
季
節
ぞ
む
か
え
、
積
雪

に
よ
る
道
路
交
通
が
ふ
安
な
頃
と
な
り
ま

し
た
。道

路
除
雪
に
つ
い
て
は
、
各
道
路
の
管

頭
鴇
聞
が
そ
れ
ぞ
れ
限
怖
を
強
ぇ
、
交
通

の
文
間
企
附
刈
少
な
く
す
る
よ
う
勿
刈
し

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
除
釘
の
剣
山
川
を
高
め
る
た

め
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
除
雪
の
あ
ら
ま
し

O
実
施
機
聞
は
、
国
道
が
建
設
省
黒
部

国
道
維
持
出
強
所
、
県
道
は
県
入
善
土

ぶ
事
務
所
、
町
遣
は
町
建
設
課
が
担
当

し
ま
す
が
、
ほ
場
盤
備
中
の
区
域
の

一

部
町
泊
は
土
地
改
良
民
に
依
剥
し
て
挺

施
し
ま
す
。

O
除
雪
実
施
路
線
は
、
供
泊
断
の
役
削

り
や
通
行
鼠
な
ど
の
重
要
度
、
及
び
道

路
情
造
や
機
械
能
力
な
ど
を
検
討
し
て

コ
ー
ス
を
選
定
し
ま
す
。

O
除
雪
時
期
は
、
積
雪
状
況
に
よ
り
適

宜
行
い
ま
す
が
、
通
勤
通
学
等
に
耐
え

て
阜
削
除
雪
を
実
施
し
ま
す
川
－

協
力
依
頼
事
項

O

路
上
に
車
や
物
晶
化
放
置
し
な
い
こ

と
。
除
雪
が
不
完
全
に
な
ゐ
ば
か
り
か

吹
雪
の
際
な
ど
判
別
が
で
き
ず
、
除
宮

邸
と
衝
突
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

O
除
宮
誌
に
よ
っ
て
路

M
（
戸
口
）
に

枇
制
し
た
留
は
、
そ
れ
ぞ
れ
処
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

O
機
械
除
雪
の
で
き
な
い
道
路
は
、
近

所
で
協
力
し
て
除
雪
し
ま
し
ょ
う
。

O
除
匂
車
の
排
号
に
よ
っ
て
側
溝
が
溢

氷
す
る
恐
れ
の
あ
る
届
所
は
、
町
内
毎

に
事
前
に
対
策
を
検
一
d
ね
が
い
ま
す。

処
理
困
難
な
場
所
は
町
内
会
長
を
通
じ

て
連
絡
し
て
く
だ
さ
い。

O
路
上
で
除
雪
車
と
す
れ
ち
が
う
際
は

飛
雪
を
受
げ
な
い
位
置
で
待
避
を
お
願

い
し
ま
す
。

O
流
勾
・講
を
利
用
の
際
の
桜
放
を
防
ぐ
た

め
投
入
口
の
フ
タ
を
聞
け
た
時
は
赤
旗

で
者
部
し
、
作
業
終
了
後
は
国
ち
に
フ

ク
を
き
ち
ん
と
締
め
て
く
だ
さ
い
。

O
除
割
前
半
に
よ
っ
て
家
彦
副
傷
な
ど
の

被
害
が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
q

O
積
勾
の
多
い
場
合
は
、
除
雪
速
度
が

落
ち
、
除
当
行
程
が
遅
れ
る
と
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ど
了
承
を
願
い
ま
す。

。
田
川
や
流
勺
梢
を
利
用
し
て
流
・
融
公

す
る
場
合
は
、
描
水
、
浸
水
が
生
じ
な

い
よ
う
に
、
近
所
共
同
し
て

t
・
下
流

の
関
係
必
と
協
淡
の
う
え
%
雌
し
て
く

だ
さ
い
。

(5) 

·~ 
－~ -

一
工
業
統
計
調
査
に

ご

協

力

を

一

一
判
「
製
造
業
」
に
属
す
る
す
べ
て
の

事
業
所
を
対
象
と
し
て

同
毎
年
ロ
月
引
日
現
在
で

判
事
業
所
数
・
従
業
者
数

・
製
造
品

出
荷
額
・

原
材
料
使
用
額
な
ど
を
…

捌
査
し

一

同
工
業
の
実
服
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

制
査
に
あ
た
っ
て
は
、
調
査
員
が

各
事
業
所
に
伺
い
調
査
票
の
記
入
を

い
お
願
い
い
た
し
ま
ず
か
ら
、
該
当
調

一

．・
査
事
項
に
つ
い
て
記
入
の
上
、
指
定

．

H

さ
れ
た
期
日
ま
で
に
淵
査
員
に
提
出

u

．
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『，eマt
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(6) 

年
賀
状
や
年
末
小
包
の
差
出
し
に

つ
い
て
の
お
願
い

。
こ
と
し
も
十
二
月
十
五
日

か
ら
年
賀
状
の
受
付
が
始

ま
り
ま
す
。

元
自
に
先
方
に
周
く
よ
う

お
早
自
に
（
十
二
月
二
十

日
出
ま
で
）
お
出
し
く
だ

さ
い
。

。
あ
て
名
は

「
は
っ
き
り
正

確
に
」

せ
っ
か
く
の
年
賀
状
や
閥

り
物
を
迷
子
に
し
な
い
よ

う
、
肩
書
き
、
棟
番
号
、

室
番
号
な
ど
忘
れ
ず
に
お

書
き
く
だ
さ
い
。

あ
て
先
や
差
出
人
住
所

に
は
、

必
ら
ず
郵
便
番
号

を
「
は
っ
き
り
」
と
お
脅

き
く
だ
さ
い
。

A
V
年
賀
状
を
お
出
し
の
と
き

は

「
泊
局
区
内
」
、
「
舟

見
局
区
内
」
、
「
富
山
県

内
」

、
「
県
外
」
各
あ
て

な
ど
と
書
い
た
紙
片
を
上

に
し
て
た
ば
ね
、
郵
便
局

一
、
雪
お
ろ
し
の
際
に
は
電

線
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に
。

一
一、

不
の
一
夜
や
テ
レ
ビ
の
ア

ン
テ
ナ
の
線
な
ど
が
電
線

に
ふ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

三
、
切
れ
た
電
線
に
は
絶
対

に
さ
わ
ら
な
い
で
す
ぐ
連

絡
し
て
下
さ
い
。

凶
、
お
正
月
の
た
と
あ
げ
は

電
線
の
近
く
で
し
な
い
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

の
窓
口
に
お
出
し
く
だ
さ

、。
‘υv 

A
V
年
末
小
包
を
年
内
に
配
達

す
る
た
め
に

つ
注
し
出
し
は
十
二
月

十
五
日
ま
で
に
」
十
二
月

に
は
、
平
常
の
月
の
約
二

・
五
倍
に
の
ぼ
る
小
包
が

差
し
出
さ
れ
ま
す
。

小
包
の
包
装
は
、
途
中

で
破
れ
な
い
よ
う
し
っ
か

り
と
包
装
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

。
年
賀
状
の
配
達
に
つ
い
て

ご
協
力
を

正
月
に
は
お
休
み
に
な

る
お
店
や
事
務
所
が
多
い

乙
と
と
思
い
ま
す
が
、
郵

便
箱
の
な
い
事
務
所
や
お

店
の
方
は
、
シ

ャ
ッ
タ
ー

お
よ
び
入
口
の
戸
は
開
け

て
お
く
よ
う
と
協
力
く
だ

v
f

、。
－F

、・b
v

／ 一



ゆ
燃
料
は
白
灯
油
を
使
い
、
注
油
は
必
ず

火
を
消
し
て
か
ら
行
う
こ
と
。

ω使
う
前
に
油
も
れ
、
油
か
す
を
ふ
き
と

り
、
点
倹
を
忘
れ
な
い
こ
と
。

川附
洗
た
く
物
な
ど
は
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
に

つ
る
さ
な
い
こ
とっ

給
を
自
動
的
に
停
止
す
る
装
慨
を
設
け
た

も
の
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
購
入
さ
れ
る
場
合

は
耐
震
性
の
も
の
で
な
い
と
使
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

な
お
現
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日
ま
で

の
聞
は
、
乙
の
規
定
は
通
用
さ
れ
ま
せ

ん。

ン
を
吹
川
し
ま
す
。

ω吹
鳴
日
時

十
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
一

日
ま
で

午
前
七
時
、
午
後
九
時

ω吹
鳴

方

法

演
習
招
集
方
法

l
l
l
休

1
1
1
休

l
l
l

＋
五
秒

穴
秒
＋
五
秒

六
秒

＋
五
秒

間
吹
鳴
区
域

朝
日
町
会
域
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⑩
石
油
ス
ト
ー
ブ
の

取
扱
い
に
注
意
畿

寒
さ
も
し
だ
い
に
つ
の
り
、
各
家
庭
で

は
各
種
曜
房
器
具
を
使
用
す
る
季
節
に
な

耐

震

性

ス

ト

ー
ブ

の

使

用

に

つ

り
ま
し
た
。

い

て

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
次
の
事
項
に
注
意
し
朝
日
町
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
液
体
燃

て
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
料
を
使
用
す
る
器
具
の
う
ち
、
移
動
式
ス

川
ふ
す
ま
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
燃
え
や
す
い

ト
1
ブ
に
あ
っ
て
は
、
地
震
等
に
よ
り
自
今
年
も
全
国
一
斉
に
十
二
月
二
十

一
日

も
の
の
そ
ば
で
は
使
わ
な
い
こ
と
。

動
的
に
消
火
す
る
装
置
、
又
は
燃
料
の
供
か
ら
三
十

一
日
ま
で
次
の
要
舗
で
サ
イ
レ

議
議
議
議
開
乃
島
融
緩
綴
緩
義
援
襲
撃
怒
幾
毅
築
総
務
脳
懇
綴
滋
綴
vd護
学
銀
銭
総
務
機
務
鐙
議
場
銭
襲
撃
認
識
議
議
総
議
終
議
総
務
事
後
零
明
ぐ
器
審
議
制
裁
内
銃
撃
！刷、主主

y

え
き
れ
紅
白
d
r
v

小
作
斜
の
標
準
額
（
表

一
）
を
定
め
て
公

示
し
て
お
り
、当
時
者
は
、
こ
れ
を
参
考
に

し
て
相
談
で
決
め
る
と
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
契
約
小
作
料
が
標
準
小

作
料
に
比
べ
て
著
し
く
高
額
で
あ
る
と
農

業
要
員
会
が
認
め
た
と
き
は
、
減
額
の
融

告
を
す
る
乙
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

マ
統
制
小
作
料

昭
和
的
年
叩
月
1
日
以
前
か
ら
の
小
作

出
初
式
の
サ
イ
レ
ン
に
つ
い
て

ま
た
、
五
十

一
年
一
月
六
日
の
朝
日
町

消
防
団
出
初
式
に
は
、
演
習
招
集
方
法
の

要
領
に
よ
り
、
午
前
七
時
に
サ
イ
レ
ン
を

吹
悶
し
ま
す
。

今
年
も
年
末
警
戒
を
行
い
ま
す

地
の
小
作
料
を
い
い
ま
す
。

と
の
農
地
の
小
作
料
は
（
表
一

一）
の
と

お
り
で
、
こ
の
額
を
超
え
る
乙
と
は
農
地

法
違
反
と
な
り
ま
す
。

と
の
統
制
小
作
料
は
、
腿
林
大
臣
が
必

要
に
応
じ
て
改
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
本
年
度
は
昨
年
と
同
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
統
制
小
作
料
は
昭
和
白
年
9

月
初
日
ま
で
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
後
は
標
準
小
作
料
に
準
拠
し

て
契
約
す
る
と
と
と
な
り
ま
す
ι

お
子
さ
ま
を

保
葺
附
に
入
れ
た
い
方

申
込
み
は

近
く
の
保
育
所
ヘ

農
地
の
小
作
料
に
つ
い
て

韓

農
業
委
員
会

頭

農
地
の
小
作
料
に
は
、
探
準
小
作
料
と

統
制
小
作
料
の
二
種
類
あ
り
、
い
ず
れ
も

定
額
金
納
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

マ
標
準
小
作
料

昭
和
め
年
叩
年
l
日
以
降
に
契
約
さ
れ

た
小
作
地
に
適
用
さ
れ
、
農
業
委
員
会
が

さ

(7) 

口
、昭
和
五
十
一
年
四
月
か
ら
、
お
子
さ
ま

の
保
育
所
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
＋

二
月
＋
白
か
ら
二
十
日
ま
で
の
聞
に
、
曇

寄
り
の
保
育
所
へ
蔚
・し
込
ん
で
く
．た
さ
い

申
込
笹
は
、
各
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
給
与
所
得
者
は
、
昭
和
五
十
年

分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
裂
を
二
月
五
日

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
各
保
育
所
又
は
役
場

住
民
課
福
祉
係
で
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
η
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年
末
の
荷
物
は
早
め
に

例
年
年
末
は
符
物
が
急
激
に
摺
加
し
泌

雑
を
旦
し
配
達
の
遅
れ
が
予
想
さ
れ
ま
す

年
内
に
お
届
け
す
る
た
め
に
早
自
に
託
送

願
い
ま
す。

平

柳

踏

切

事

故

防

止

に

つ

い

て

本
年
に
入
っ
て
か
ら
平
捌
賠
切
で
三
回

も
列
車
を
止
め
て
お
り
ま
す
。

務
報
機
が

削
っ
て
い
る
の
に
通
行
さ
れ
る
万
が
あ
と

を
た
ら
ま
せ
ん
。

恕
制
聞
は
い
つ
か
と
り
か
え
し
の
つ
か
な

い
悲
惨
な
事
故
を
誘
発
し
ま
す
の
で
、
融
情

報
機
が
嶋
り
出
し
た
ら
通
行
し
な
い
よ
う

特
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
に
協
力
を

「
恵
ま
れ
な
い
人
達
も
み
ん
な
モ
ろ
っ

て
明
る
い
お
正
月
」
を
モ
y

ト
l
に
、
今

年
も
ま
た
十
二
月
一
日
か
ら
歳
未
た
す
け

あ
い
運
動
か
始
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ま
の
服
か
い
と
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
附
し
あ
げ
烹
す
。

な
お
今
年
は
「
愛
の
袋
」
に
よ
り
一
世

帯
一
五

O
円
以
上
誉
回
限
と
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

多定制，I、作来十〈表ニ）
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最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円
以
上
の
工
事

て

朝
日
町
民
総
合
グ
ラ
ン
ド
造
成
工
事

工
事
費

三
五
、
四
O
O
千
円

工

期

十

一

月

一
日
I
昭
和
五
十

一

年
三
月
三
十

一
日

三

O
O
米
ト
ヲ
ず
ク

ムハ
コ
1
ス

二
、
林
道
棚
山
線
開
設
事
業

（
二
工
区
）

工
事
釦

一
八、

一
O
O千
円

五

期

十

一
月

一
日
i
附
和
五
十

一

年
三
片
三
十
日
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延

長

二
八
九
米

山

員

四

・
O
米

三
、
町
道
窪
田
学
校
線
叡
巾
改
笈
工
事

工
事
費

二
、
四
O
O
O
千
円

工

期

十

）
月
一

円
l
昭
和
五
十
一

年
三
月
十
日

延

長

一
O
回
米

巾

員

五
・
O
米

四、

清
掃
車
車
庫
新
築
工
事

工
事
賀
二
、
七
O
O千
円

工

期

十

一
月
一

日
l
十
二
月
一
一十

日

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
造
平
家
建

五
九

・
九
二
平
方
米

玉
、
宮
崎
妓
跡
石
垣
工
事

工
事
費
一
、
二
五
O
千
円

L

期

十
一

月
七
日
i
十
二
月
十
五

ロM五
山ハ
・
五
米

一
一
七

・
五
平
方
米

延

長

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
福
祉
の
精
進
の
た
め
、
次
の
か
た

が
た
か
ら
普
態
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

乙
こ
に
厚
く
お
仙
申
し
あ
げ
ま
す
。

壱
万
参
千
弐
百
六
拾
参
円
也

泊
高
等
学
校
三
年
普
通
科
生
徒
一
周
殿

同
校
学
園
祭
で
持
寄
り
セ
ー
ル
の
売
上

金
の
一
部
を
預
託

五
千
円
也

泊

専

福

寺

償

川

法

覚

殿

泊
母
子
授
の
出
向
さ
ん
の
た
め
に
と
預
託

[4~－ 、

i犠

t~ I 
主ど：＇.＇－＇！

t}O.:¥.; 
誌寄
‘贈

泊
中
学
校
へ

沼
保
有
限
会
社
朝
日
衛
生
社
代
表
取

締
役
竹
林
繁
男
氏
か
ら

テ
ナ
1
サ
キ
ツ
ソ
ホ
l
ン（
管
楽
器
V

一
本

（お
す
こ
や
か
に
）

O
宮

加

藤

政

明

長

男

0
0

扇

谷

勇

長

女

O
笹

川

折
谷
美
喜
男

長
女

O
泊

小

杉

康

夫

長
男

O
東
南
野
傑
松
範
男

長

女

O
沼

保

中

島

武
夫

長

男

O
荒

川

後
藤
康
二
二
女

O
道

下

九

里

立

身

長

男

O
赤

川

島

芳

春

長

女

O
嗣

保

寂

藤

徳

雄

長

問

。
山

崎

中

野

義

博

長

女

0
9

水
野
二
三
夫
二
男

0
0

七
沢

政

時

長
女

O
殿

町

大

森

滋

長
男

O
大
家
庄

田
中
鹿
視

長

男

0
0

大
沼

勉

長

女

o
t一枚
栂
小
川
元
彦
長
女

0
0

森

川

繁

長

問

。
不
動
堂
川
上
史
則
長
女

O
金

山

高

田

克

長
女

O
舟
川
新

岡

田
俊
輝

長
男

O
藤

塚

大

菅

孝

長

女

（
お
し
あ
わ
せ
に
）

0 0 0 ~2 
手 荒グ泊富 笛 任！笛
奈 ｜｜｜
月 川｜ 市崎
町

｜崎

宮

内

大

谷

崎
附
策

部

誠

二

沢
田
真
知
子

梅

沢

宗

二

梅

沢

美

佐
子

金

森

健

二

北

条
と
し
子 政

幸

桝
奈
美

智

子
恋

人

総

代誠
妙

子

謙

一

か
お
り

友

利
悶

笑学
祐

子

滋

人鹿
香

織
盟
希
子

雄

寛
則

子

繭

吏

俊

宏

暢

子

軍［］

診一

O
荒

川

青
海
町

O
大

屋

町
田
市

O
東
叢
野

笹

川

O
東
草
野

南

保

O
道

下

横

尾

O
道

下
秋
田
県

O
平

柳
上
田
市

O
桜

町

O
月山

O
南蛭

O
南

。
保谷保 11崎 山

0 
4 南

保

O
南

保
氷
見
市

O
南

保

入
善
町

O
山

崎

蛭

谷

O
殿

町

大
家
庄

O
大
出
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